
2F から 4F までをつなぐ４つのスキップフロアは
貸しスペースとして利用。それぞれ大きさが異な
り、用途によって、使い分けが可能となる。また
中央の階段をのぼる人、2F でくつろぐ人、4F で
スポーツをする人とさまざまな人の視線を受ける
ことで、緊張感が生まれ、他の人の刺激ともなる。

天井高 5m ある広めの半屋外スペースをスポーツ
の場とする。東京では外で思場は少ないのではな
いか。スロープを通る人が観客ともなる。また唯
一のスポーツの屋外空間であるため、外の道行く
人にもスポーツを楽しむ声、活気が感じられると
いい。

普段だったから、分かれているだろう車いすの連
絡と、走る人の道を交差させる。合わないような
人を必然的に合わせることで、互いを身近にする。
ここで感じだす互いの身近さを外でも発信し、あ
たたかな世界としたい。互いのスピードを意識す
る瞬間となり刺激を与える。

①大小様々なスペースを貸し床とすることで、個人練習から十数人の練習ま
で幅広く行うことができる。

surround Japan

ここはスポーツを広い意味で様々視点で楽しむための施設。形の異なる五つの輪
を縦に積み上げ、それをメインの建物とし、外周に２種類４本のスロープを複雑
に絡ませることで、国や性別、障害は関係なくて、人それぞれの個性が世界中で
絡み合ってるから面白いんだよね、というオリンピックの根本的なところを抽象
化し、ひとつのシンボルとして表現した建物です。多くの人がこの場所で様々な
スポーツを、様々な視点で楽しみ、知り、触れることでスポーツの在り方を再認
識し、『スポーツは楽しい』という気持ちを一番に後世に伝えていけるような施設
になることを期待します。
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車いす用スロープ昇り車いす用スロープ下り 走用スロープ昇り走者用スロープ下り

1F
2F
3F
4F
5F

建物出入口

1F：シャワールーム
エントランスを通り、それぞれの運動スペースへ 
奥には、運動後に汗を流せる、
ロッカー付きのシャワー室の完備

2F ：CAFE
カフェの座席を
円に沿って外向きに配置。 
スキップフロアも隣接するため、
他者の姿に刺激を受ける。

5F：シンポジウム
各階の運動風景を眺めながら
スロープをのぼっていくと、
シンポジウムへとたどり着く。
ガラス張りの天井は、
シンポジウムの賑わいを
外部に伝える。

水の循環
螺旋階段やスロープに沿って、水の循環が行わ
れ、五階の屋上庭園の木々や、排水に使われる
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貯水槽

更衣室 WC1. 貸し床 ( Lent Space)

2. 半屋外運動公園

3. スロープ

4. 全体パース
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参考面積    

  縦(m) 横(m) 面積(㎡) 

野球(バッターボックス) 1.83 1.22 2.2 

卓球 2.74 1.525 4.2 

相撲(土俵） 4.55 4.55 21 

バドミントン 13.4 6.1 82 

バレーボール 18 9 162 

テニス(ダブルス) 23.77 10.97 261 

バスケット 28 15 420 

陸上 幅：1.22ｍ 

 

[Aさん]
体を動かしたい。

[Bさん]
皆で練習したい。

[Cさん]
自主練したい。

DC

1F 軒下 or 4F 半屋外エリア

or

A

スロープ or 4F 半屋外エリア

予約システム
有料エリアのみアプリ等を使い予約が可能
その他のスペースは基本フリー
人数や用途によって自由に選ぶことができる

④夜のシンポジウム。外を歩く人にもシンポジウムのにぎ
わいを感じさせる新国立競技場の光と繋がる。

5F

4F
3F
2F

1F

FREE

4F 半屋外体育館

1F 軒下スペース

5F 屋外エリア

スロープ

PAY

2~4F スキップフロア

2F 中央ステージ

(front）

その他
ロッカー (2F)
シャワールーム (1F)

2~4F スキップフロア

スロープで走る
四階半屋外エリア

②半屋外の開けた運動スペースでは、大人数での運動が可能であり、道行く
人、スロープを上る人に賑わいを感じさせる。 

③スロープを上る人、走る人、中で運動する人の視線が交錯
し、互いに意識しあうことができる。 


